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Year・Quarter 2020 年度・第３クォーター 
Partner Institutions University of North Georgia（UNG）、 

株式会社マキタ(Makita Corporation)、 
株式会社槌屋(Tsuchiya Co.,Ltd.) 

Supporting Institution 一般社団法人グローバル愛知(Global Aichi) 
Course Name Ethnography of East Asia: Popular Culture 
Teacher Robin O’Day, Ph.D. 
COIL Category PBL COIL 
Project Intercultural Communication 
Enrollment Nanzan 11, UNG 15 
Language English 
Tech Tools ZOOM and Canvas 
 
Students’ Collaboration 

南山の学生は、企業から講義があるたびに自分で質問事項を考えて UNG の学生
に質問をした。都合がついたグループはビデオ会議、つかない場合は Canvas のディスカ
ッションボードを使用した。１グループ５,６名で、Canvas 以外のコミュニケーションツー
ルは各グループに任せた。週１度はディスカッションを実施。UNG の学生は、授業のトピ
ックである日本の文化(ポップカルチャー)について南山の学生に聞きたい質問を準備し、
ディスカッションに臨んだ。隔週で、南山の学生が質問をする週、UNG の学生が質問を
する週として入れ替えた。ディスカッション課題における指示はすべて Canvas 上に掲載
し、全学生と教員が共有した。 

グループごとに連絡ツールは異なったようだが、ファーストコンタクトには Canvas のメッ
セージ機能を使用させた。少なくとも週１回はミーティングをし、必要あればテキストメッ
セージの交換をしていた。  
 
Partnership and Support 

セメスター開始時期に、一般社団法人グローバル愛知の担当者より、日本で働く外
国人の視点から、日本での就職、職場環境、職場文化などについて講義をいただき、
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学生たちからの質問にも答えていただいた。その後、セメスターの半ばに株式会社マキタ、
株式会社槌屋の担当者より、海外駐在経験のある社員の方々をご紹介いただき、日
本人目線から、海外で働いた経験についてお話しいただき、学生たちは事前に用意し
た質問も含め質問をした。 

学生たちが最終成果物として作成した冊子は、これから海外勤務(主にアメリカ)をす
る社員に向けたもので、UNG の学生とのディスカッションから聞いたコメントも生かしなが
らまとめている。最終評価には各企業・組織から計３名の担当者が携わり、学生たちの
発表に対してコメントや質問をし、学生たちにとって自分たちの取組みを振り返る貴重な
機会となった。 

学生の成果物 
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Evaluation 最終発表、提出物などで評価。 
 
Teacher’s Comment (Nanzan) 

昨年度は UNG の学生とオンライン会議を基本としたコミュニケーションを学生に求め
たが、今年度は Canvas のディスカッションボードを活用し、時差を気にしない文字での
コミュニケーションをオプションとして取り入れた。実際、文字ベースでの交流もかなり活発
であった（教員が読み切れないほどである）。Face-to-face のほうが緊張感もあり互
いをよく知れるので一番理想的な方法だが、時差があるために都合をつけることを諦め
てしまったり約束を忘れられてしまったりというトラブルを解消するためのオプションとしては
機能すると思われる。教員は文字ベースで交流をしていることを Canvas 上で確認で
きた。次年度に向けての１つの案として、こちらの授業の日時を調整した上で UNG の
学生から希望者のみこちらの授業に参加できるコマを設けることも良いのではないかと思
う。 
 
Teacher’s Comment (UNG) 

The students completed several productive exchange activities. 
They communicated through face-to-face synchronous web 
meetings and asynchronous message board activities on our shared 
Canvas website. The feedback I received from UNG students was 
quite positive as they enjoyed having an opportunity to 
communicate and learn about Nanzan University students' 
experiences and perspectives. 
 
 
 


